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近年,養 殖業者 の問で中国産イサキの方が 日

本産イサ キに比べて成長 がよいこ とが指摘 さ

れている。本種 の成長に関 しては,天 然の 日本

産イサキを用いて1・2)の ものや,日 本産イサ

キ と中国産イサ キの成長比較 につ いての報告

があるが3・4),こ れ らも,初 期成長に限定 した

ものや,天 然 と養殖 との比較であ り,両 集団を

同一一条件下で長期間にわた り飼育 し,成長 につ

いて比較 したものはない。そ こで本章では中国

産 と日本産を同一条件で4年6ヶ 月間飼育 し

両集 団の成長 を比較 した。

会社)ノ ヴ ァ5号,ノ ヴァ8号(林 兼 産業株 式

会社)を 成 長 に合 わせ て用 い た。給 餌 は原 則 と

して1週 間 に6日,4～10月 は1日2回(am9:

00,pm4:00),11～3月 は1日1回(pm4:

00)飽 食 量 を極 力 残 餌 が 出な い よ うに給 餌 し

た。生管 の水 温 は表 層部 分 を1日3回(am7:

00,pm3:00,pm8:00)測 定 した。

魚 体 測定 実験 開始 よ り約30日 毎 に20～

30尾 を取 り上 げ,300ppmの2・ フ ェノキ シエ

タ ノー ル で麻酔 した あ と,全 長,尾 叉長,体 重

を測定 し生賓 に戻 して継 続飼 育 した。

試料および方法 結 果

供試魚 中国産イサキは近畿大学水産研究

所 白浜実験場す さみ分室 において飼育 された

4歳 魚で平均体重601.4gの 雄15尾,雌13尾

と。日本産イサキも所 白浜実験場す さみ分室に

おいて人工艀化 し,同実験場大蛇島海上生篭で

飼育 された3歳 魚で平均体重433.39の 雄3尾,

雌27尾 をそれぞれ親魚 とした。そ して これ ら

の親魚か ら自然産卵 した卵 を白浜実験場 に移

動 し中国産および 日本産イサキ供試魚 とした。

飼育方法 同実験場地先 に設けた網生篭(3

×3×3m)に おいて飼育 されていた艀化後1

年10ヶ 月の中国産イサキ670尾(平 均体重

217.0±41.89)と 日本産イサキ543尾(平 均

体重53.3±7.99)を936日 間飼育 し,実 験期

間 とした。

飼料には ピアー ゴール ド4号(丸 紅飼料株式

成 長 両集 団 の平均体 重 の推移 をFig.1に

示 した。中 国産 は実験 開 始時 に217.0±41.779

で あった 平均 体重 が約900日 間の飼 育 によ っ

て491.9±91.999に 成 長 した。日本 産 は約900

日間の飼 育 に よ って平均体 重53.3±7.929か

ら131.1±32.229に 成 長 した。4年5ヶ 月 間

の継続 飼 育 した 結果,中 国 産は 日本 産の3.75

倍 の体 重 に成 長 した。

成 長 曲線 中国 産 の全 長 に対 す る体 重 の関

係 をFig.2に,日 本 産 の ものをFig.3に 示 し

た。両集 団 ともに傾 向線 は放 物線状 であ り,W

=fLbの ア ロ メ トリー 式 を当て はめ る こ とが出

来 た。こ こで相 対 成長 計数bは,一 般 に比 重 が

等 し く立体 的 に近似 で あれ ば,重 さは長 さの3

乗 に比 例 し,多 くの魚 種 で近似 的 に この法則 が

成 り立つ こ とが知 られ て い る。 今 回の実 験 で,
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そ れ ぞ れ 得 られ た 近 似 式 は 中 国 産 で

W=1。33×10-5L3'0258

R=0.997

日本 産 で

W=1.77×1σ5L29538

R=0.992

と な り,両 集 団 と も にbは3に 近 い 値 を示 した。

飼料効率 両集 団の飼料効率の推移 をFig.

4に 示 した。このグラフにも本実験期間のもの

に加 えて沖出 しす るまでのもの と,沖出 してか

ら実験開始 までの物 も参考のためにプ ロッ ト

した。飼料効率に関 して,中 国産は加齢 にとも

な う減少傾向が認められたが1歳 および2歳

魚 と比較す ると3歳 以降の飼料効率 は顕著に

低下 していた。一方 日本産は1歳 の時には高い

値 を示 したが,そ れ以降は低い水準であった。

日間成長率 両集 団の 日間増重率の推移 を

Fig.5に 示 した。1歳 の 日間成長率は中国産

1.59%,日 本産1.53%で 高い値であったが,そ

の後加齢に ともなって減少 していき4歳 魚 で

は中国産0.059%,日 本産0.082%と な り非常

に低い値 となった。中国産は4歳 を除 く全ての

年産 で 日本産 よ りも 日間成長率が優れてお り
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特 に2歳 で は 中国産0.36%,日 本 産0.26%で,

中国産 は 日本 産 の約1.4倍 の 日間成 長率 を記

録 した。
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総 魚体 測 定 供仔 魚 の全 体 の 尾 叉長 分布 を

Fig.6に 示 した。中国産 は28～31cmの 範 囲 に

モー ドがあ り,60%以 上 の個 体 が その範 囲 に

分布 して いた。日本 産 は20～21cmの 範 囲 にモ

ー ドが あ り,30%以 上 の個体 がそ の範 囲 に分

布 してい た。 中国産 の最 小個 体 は24.5cm,一

方 日本 産 の最大 個体 は23.4cmで あ り,飼 育 の

結 果,中 国産 の最 小個 体 は 日本 産 の最大個 体 よ

りも大 き くな った。

見せた。

イサキの成長に関 して,川 口・山元は五島列

島で漁獲 されたイ サキを用 いて輪紋 と尾 叉長

を測定 しそこから成長 曲線 を求 めている5)。ま

た原 田 らは昭和47年 にイサキの種苗生産に成

功 し海上網生管で約2年 半養成 を続けている6)。

本実験で得 られた両集 団の満年齢時の尾叉長,

川 口 ・山元が求めた計算尾叉長5),そ して原 田

らが測定 した尾叉長,体 重か らも分かるよ うに

6)
,中 国産イサキの成長 は極めて優れてお り,

1年 目で体重は 日本産の4倍 以上に成長 し,2

年 目では天然 日本イサキで予想 され てい る4

歳魚 の大きさにまで成長 している。渡辺 ・岡崎

は,漁 獲 されるイサキの70%以 上が2歳 魚で

あ り,4歳 魚は僅かに2%前 後である と報告 し

ている2)。このことか らイサ キの商品サイズは

85～160gが 主であ り,中 国産は1年 間の養成

で十分商品サイズに達 し,2年 で市場 において

貴重 なサイズにまで成長す ることが明 らか と

なった。木村によるとイサキは成長が遅 く7),

市場サイズまで通常の小割養殖 を行なった場

合,恐 らく採算が とれない と思われる と述べて

いる。しか し中国産イサキを用いれば1年 ない

し2年 で市場サイズに達す るので十分養殖価

値があると考え られ る。
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